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大隅海峡及ぴ周辺海域の堆積物と堆積史＊

一大隅海峡の発達史と関連して一

井　内　美　郎＊＊

INoucHI，Yoshio（1981）　Sediments　and　Qμatemary　sedimentological　history　of　the　Osumi

　　Strait翫nd　its　vicin圭ty，in　relation　to　the　evolution　of　the　Osumi　Strait。β％IJ。060」。S鉱7∂，」ψ観，

　　voL32（12）っP，693－716．

A恥s慮餓c重3The　Osumi　Straitラwhich　is　more　than30kilometers　wide　and　less　than170meters

deep，1ies　between　the　Osumi　Peninsula　and　Tanegashima　Island　in　Kyushu　d三strict．Sedimen－

tological　studies　on　the　sediments　in　this　area　clari丘ed　the　geologic　history　ofOsumi　Strait＆nd

itS　ViCinity．

　　　　　　Sur飴ce　sediments　in　this　area　are　devid．ed　into　the　following　five　types　by　their　grain

size　frequency　d圭stribution　and　petrological　composition　ofcoarse　fraction，namely，L　Recent

sedimentsン2．residual　sediments，3，biogenic　sediments，4。relict　sed圭ments　and5．mixed　sedi－

ments。

　　　　　　：Recentsediments　are丘ne　grainedwhicharesiltysand　or　sandysiltwith　Mdφover3。0。

Themain　componentofthesandgrainsisvolcanic　materials　derived丘om　thevolcanic　activities

which　began＆bout38thousand　years　ago，They　are　distributed　in　the　Shibushi　Bay　and　its

vicinity　on　the　continental　shelf　to　the　northeast　of　Toinomisaki　Cape　and　on　the　upper　con－

tinental　slopes　on　both　sides　ofthe　Str＆it，They　were　brought　into　the＆rea　in　suspended　state．

　　　　　　Residual　sediments　are　coarse　grained　and　are　pebble　or　sand　with　Mdφunder3．0．

The　main　component　of　sand　grains　is　weathered　f士agments　of　underlying　rocks。Residual

sediments　are　distributed　in　the　vicinity　ofToinomisaki　Cape　and　Satamisaki　Cape　which　is　at

the　point　of　Osumi　Peninsula。They　were　brought　into　the　area　by　saltation。

　　　　　　Biogenicsediments　are　mainly　composed　ofthe食agments　ofcalcareous　algae，corals　etc．

They　are　coarse　g面ned　sediments　which　are　pebble　or　sand　with　Mdφ0．O　to1。0。They　are

distributed　in　the　Mageshima　Strait　and　its　vicinity，which　lies　between　Tanegashima　and

Mageshima　Islands．

　　　　　　Relictsediments　are　coarsegrainedwhicharepebble　orsandwith　Mdφunder3。0．The

main　component　ofsand　grains　is　weathered丘agments　ofmderlying　rocks　and　they　contain

凪ore　than10％of　relict　grains　of　sand。This　type　of　sedi皿ent　can　be　subdivided　into　the　fo1－

10wing　three　subtypes　by　grain　s三ze，namely，“residual，，sediment，“relict，，sediment　and

“palimpsest，，sediment。They　are　distributed　chiefly　in　the　Osumi　Strait　and　its　vicinity．

　　　　　　Mixed　sediments＆re　mixture　ofrelict　sed㎞ent　and　Recent　sediment．The　main　com－

ponent　of　mixed　sediments　is　weathered　fねgments　of　underlying　rocks。Mixed　sediments　are

sand：｛o　silty　sand　with　Mdφ2。O　to3。0．They　are　distributed　on　the　continental　shelfto　the　eas亡

and　southeast　of　Shibushi　Bay。

　　　　　　Sea　c＆ldrons　in　the　Osumi　Strait　are　developed　on　the　plan＆tion　sur£ace（II）at　water

depth　of100to120meters．And　a　part　ofthem　is　covered　by　relict　sediment』Relict　sediments

are　distributed　widely　on　Osumi　Straitand　they　contain　veryIittle　amount　ofvolcanic　material

which£ell　at　the　stage　ofM批xilnum　Whrm　glaciaL　And　they　also　show　distribution　pattem

a饒cted　by　strong　current。

　　　　　　Osumi　Str乱it　began　its　history　at　a　time　when　the　sea　level　was　lOO　meters　lower　than

that　ofpresent，＆nd　did　notdryup　atthestage　ofMaximumWUrmglaciaL　Relictsediments，

which　are　distributed　mainly　in　the　Osumi　Strait，were　reworked．by　the　strong　ocean　current

atthetimeoflowsealevelofMaximumW菰mglaciaLAndtheplanationsur竜ce（1）ofdepth
－80to－100meters　was　fbrmed　at　that　tim、e．Since　then，the　sea　level　rose　to　the　present　leveL
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Relict　sediments　are，at　present，in　part，covered　by　the　Iater　staεe　sediments，but　main　part

ofthem　are　still　under　the　condition　ofnondeposition　by　relatively　strong　ocean　current．

1．はじめに
　一般に大陸棚上に位置する島々は，第四紀後半の氷期

一問氷期の海水準変動に伴い，大陸や他の島々との連結を

断続しながら現在に至っている．それらの島々をめぐる

海峡の形成時期は，第四紀の古地理・古環境を復元する

上で，また生物の進化を論じる上で重要な資料となりう

る．このような観点から従来までもしばしば海峡の発達

史がとり上げられてきたが，そこでは海峡の発達史とい

ってもr陸地の断続」という一面のみが強調されてき

た。現在では海峡及びその周辺の海底地形・海底地質・

表層堆積物の調査が進み，格段の資・試料が集積されて

おり，単なる陸地の断続ではなく，海峡という大地形の

形成・発達の過程そのものを扱うことが可能となってき

ている．そしてこのように海峡の形成・発達の過程を扱

うことが，とりもなおさず「海峡の成立時期」に関する議

論に対して新しい光を投げかけることになるであろう．

　筆者は昭和52年に志布志湾及び周辺海域を対象として

行われたr汚染底質堆積機構に関する研究」に参加し

た．そこで得られたデータ（大嶋ほか，1978）は大隅海

峡の発達史を研究する上で非常に有用であり，本論文で

は上記のような観点からその資料にもとづいて大隅海峡

の成立過程を明らかにすることを試みた．その結果，本

海域には大隅海峡形成時以降の堆積物が分布しており，

それを志布志湾沿岸に注ぎ込む河川から搬入された現世

堆積物が一部でおおっている事が明らかになった．ま

た，これらの堆積物の分布から大隅海峡形成時以降の本

海域の堆積史を明らかにした．
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第1図 大隅海峡及び周辺海域測点。測線図
　　数字は測点番号を示す
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大隅海峡及び周辺海域の堆積物と堆積史（井内美郎）

　本報告を作成するにあたって，砂粒分析は大嶋和雄

氏，地層探査は村上文敏氏，海底微地形は木下泰正氏の

資料を使わせていただいた．これらは大嶋ほか（1978）

に報告されている・調査をともにし，本論文をまとめる

にあたって援助・助言をいただいた，大嶋和雄・木下泰

正・小野寺公児・横田節哉・野原昌人・村上文敏・有田

正史の諸氏にお礼申し上げる．また船上調査にあたって

は，鈴木船長以下東海大学丸二世の乗組員の方々に大変

お世話になった．記して感謝する．

2．調査法
調査は昭和52年9月8目～9月27目までの20日間実施

した．調査船は東海大学丸二世（702トン）を用船した．

あらかじめ約4マイル間隔の格子状の測線を設定し，こ

の測線に沿って音響測深機による海底地形探査，サイド

スキャンソナーによる海底微地形探査，ユニブームによ

る地層探査を行った．音波探査測線の総延長は約540km

である，各格子状測線の交点（127点）でスミス・マッキン

タイア式グラブを用いて表層堆積物を採取した（第1図）・

　採取した試料はプラスチック製の容器を用いて柱状に

上下関係を保存したまま取り出し，縦割りした試料の一

方を粒度分析・砂粒分析用とし，一方を軟X線写真撮影

用とした．残りの試料は2mmのメッシュで水洗いし，

残渣を記載した．粒度分析は，JIS　A1204を参考にし

て，細粒部は比重計法を，粗粒部は飾分法を用いて行っ

た．箭分した砂粒子は双眼実体顕微鏡を用いて砂粒組成

を検討した．

3。海底地形及ぴ周辺地質

大隅海峡及び周辺海域の海底地形と断面を第2図に示
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　1，H及び皿は平坦面を示す
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す．大隅半島と種子島の間の大隅海峡のほとんどの海域

は80～120mの水深をもち，3段の平坦面が発達してい

る．1面は一80～一100m，豆面は一100～一120m，皿面

は一130～一140mである（第2図）．大隅海釜は11面を刻

んでおり，皿面は海釜の中の相対的に平坦な面である。

馬毛島北方にもやや小規模ながら大隅海釜と同じく豆面

を刻んだ海釜地形がみられる．一80m以浅は急斜面を形

成し，顕著な傾斜変換点はみられない．

　種子島西方の馬毛島周辺には一30～一40m，一40～一

60mの平坦面があり，種子島との間にある馬毛島海峡は

一30～一40mの平坦面からなっている．

　大隅海峡北東方の志布志湾とその周辺の海底地形は比

較的平坦であるが，その断面には水深10・40・60・80・

100及び150mのところに傾斜変換点か認められる．一10

mは現在の波食水深を，一40・一80・一100mは氷期の

停滞海水準位を，一150mは大陸棚外縁水深をそれぞれ示

している．

　調査測線上におけるサイドスキャンソナーによる探査

の結果，露岩分布域・砂漣発達域・平坦埋没地形等が識

別できた（第3図）・大隅海峡及び馬毛島海峡の大部分

は，露岩分布域もしくは堆積物が極く薄く分布する海域

であって，海峡形成当時の浸食地形を比較的よく残して

いる．この露岩域をとり巻くように砂漣が発達する．志

布志湾内ではビロー島及び都井岬周辺に露岩域が分布す

るが，湾の大部分は平坦な堆積域である．都井岬東方及

び東北方の大陸棚外縁に相当する海域には露岩域の分布

がある．

　本調査海域周辺の地質図を第4図に示す．現在本海域

に流入する主な河川は，シラス台地を刻み志布志湾に注

いでいる．シラス台地を形成するのは主として阿多カル

デラ・姶良カルデラからの火山灰・降下軽石及び火砕流

堆積物である．この火山性堆積物の大部分は夏井軽石流

堆積物と大隅軽石流堆積物が占めている．シラス台地の

基盤は，目南層群の砂岩・頁岩及びこれらの互層と大隅
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　　　　第4図　周辺陸上地質図
1．火山灰シラス　2．火山岩3．堆積岩（日南層群） 4．花嵩岩

半島に広く分布する花嵩岩が構成している．

　夏井軽石流堆積物は，志布志地域で観察される軽石流

堆積物としては最下位のものである．この軽石流は岩相

・鉱物組成及び分布から阿多火砕流（Ata）に相当し，海

岸部におけるボーリングデータから地下にかなり広く伏

在するものと予想されている（太田・木野，1965）・ボー

リング資料によると地下30～50mに熔結凝灰岩が分布す

る．

　大隅軽石流堆積物は，いわゆるシラスと呼ばれるもの

で，広大な面積に分布している（太田・木野，1965）・大

隅軽石流堆積物は夏井軽石流堆積物が形成した台地の上

に堆積し，志布志湾沿岸における現在の分布末端は夏井

軽石流とほぼ同じ位置にある．大隅軽石流堆積物の分布

は種子島北部にまで達している．

　なお，夏井軽石流と大隅軽石流の噴出年代は，他地域

で測定された結果によれば，37，600士200年，21，000～

22，000年前とされている（小野，19731町田，1977）・

4。　堆積物の粒度組成

　堆積物の粒度組成は沈積時及びその後の水理条件を反

映しており，砂粒組成は堆積物の起源や堆積環境を反映

している．以下では様々な指標を通してみた堆積物の分

布様式を示す．

　4．1砂一シルトー粘土の3成分

SHEPAm（1954）に基づいて砂一シルトー粘土の3成

分による三角ダイアグラムを作成し堆積物を区分した．

この他，岩盤の一部が取れた揚合や付着性生物の生体の

みしか得られなかった場合をr岩盤」とし，礫が堆積物

全体の20％以上の場合をr礫」として表示した（第5
図）．

　大隅海峡中央部海域には岩盤及び砂・礫が分布してお

り，中央部海域を除く海峡部及びその周辺には砂が広く

分布している．志布志湾では岸から湾口に向かって砂→

シルト質砂→砂質シルトの帯状配列がみられる．都井岬

北東方沖合にはシルト質砂や砂質シルトが分布する．馬

毛島周辺には砂が分布している．大陸棚外縁にはシルト

質砂及び砂質シルトが分布する．

　礫含有率は佐多岬沖や都井岬周辺を除けば，海峡中央

部で高く，周囲にいくほど低くなっている（第6図）・

　4。2　中央粒径値（Mdφ）

　当海域の堆積物は砂質堆積物が多く，中央粒径値は一

3・2～4・7φの範囲内にある（第7図）・

　Mdφが3以上の細粒堆積物（極細粒砂・粗粒シルト）

の分布は志布志湾内及び湾口部，都井岬北東部の大陸

棚，馬毛島西方の水深180m以深及び東部の大陸斜面上

部にみられるが，大隅海峡・馬毛島海峡には全くない．

　大隅海峡には粗粒堆積物（礫一中粒砂）が分布する．そ

の中でも特に粗粒な堆積物は，佐多岬沖・大隅海峡中央
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第5図　砂一シルトー粘土一礫による底質分布図

部・種子島北方・馬毛島北西方に分布し，その外側には

中粒砂が分布する，馬毛島海峡には球状の石灰藻が広く

海底を覆っているが，石灰藻の間をうめる堆積物は大隅

海峡主部と同じく粗粒砂ないし中粒砂である．

　4・3淘汰度（分級度）

　FOLKandWAm（1957）は堆積物の粒子のそろい具合

を表わすのに使われる淘汰度（Sα）を，第1表に示すよ

うな6段階に区分した．

　大隅海峡の中央部にはrvery　poorly　sorted」が分布

し，その周囲にrpoorly　sorted」が広く分布する．さら

にその外側には「moderately　sorted」が分布し，この分

布域の中にはこれより淘汰のよいrwell　sorted」が分布

する（第8図）・サイドスキャンソナーで探査した海域の

うち砂漣の発達がみられるのは「moderately　sortedjや

それより淘汰のよい海域である．

　都井岬北東の大陸棚にはrvery　poorly　sαrted」が分布

する。これは同じ指標でも大隅海峡のものとは異なり，

第1表　FOLK　and　WAm（1957）による淘汰度区分

　　So．　　　＜0．35

0．35＜　　 “　　　＜0．50

0．50＜　　 “　　　＜1．00

1．00＜　　“　　　＜2．00

2．00＜　　〃　　　＜4．00

4．00＜　〃

　　verywellsorted

　　　　well　sorted

　　moderatelysorted

　　　P・orlysorted

　　very　poorly　sorted

extremely　poorly　sorted

粒度的には細粒であるが泥と砂の混合した堆積物である

ため淘汰度が悪く出ているものである．都井岬の西側に

は分布はやや狭いが「moderately　sorted」が分布する．

志布志湾内では浅海部にrmodefately　sorted」が分布す

るが，ほとんどの堆積物は都井岬北東大陸棚の堆積物と

同じ理由で「poorly　sorted」である．馬毛島周辺には

rmoderately　sorted」からrvery　poorly　sorted」が分布

する．
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第6図　礫含有率分布図

　4．4C－Mパターン図

PAssEGA（1964）に基づいて堆積物を区分した（第9

図）。

　本海域の堆積物中には粗粒な粒子を含む堆積物が多

い．そこで特に1％粒子で粗い粒子をもつ堆積物を1－R。

型とする．

　大隅海峡の大部分は1－R型によって占められている・

この1－R型をとりまくように1及び∬型の堆積物炉分

布する（第10図）・志布志湾からは湾外にまでW及び皿型

が舌状に分布している．都井岬先端及び沖合には1－R

型及び1型が分布し，その北東側に皿型及び皿型が分布

する．馬毛島西方には豆型及びV型が分布する。大陸斜

面上部にはV型及びV皿型が分布する．

　4．5正規確率表示

　当海域に分布する堆積物の粒度分析値をVISHER（1969）

にもとづき正規確率紙上に表現したものを4つの型に区

分した（第11図）・

　A型：主として転動運搬粒子と跳動運搬粒子からな

　　　　る

　B型：A型に懸濁運搬粒子がある程度含まれる

　C型：主として懸濁運搬粒子からなる

　D型：A・B・C型に分類できないもの

　大隅海峡にはA型が広く分布し，その北東延長部には

B型が分布している（第12・13図）・志布志湾ではビロー

島周辺のA型を除き，C型が広く分布している．都井岬

西にはA・B型が狭く分布し，北東部の大陸棚にはB・

C及びD型が分布する．馬毛島周辺にはA及びB型が分

布し，大陸斜面上部にはC型が分布する．

　B型及びD型は採泥点としては少ないが，Mdφに幅が

あり，Mdφが1より粗いものと2より細粒なものに分け

ることができ・それぞれ成因が異なる可能性がある．そ

こで1φよりMdφが粗いものをB1及びD1型とし，

2φより細粒なものをB2及びD2型として，考察では

必要に応じて区別してとり扱う．
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5。　堆穣物の砂粒組成

　現在の海底に分布ナる表層堆積物中の砂粒子はその起

源から現地性・生物源浮遊性・砕屑性・残留性及び残存

性に区分され，堆積環鏡を示すものを含んでいる．以下

では堆積後は容易に移動しにくい350～500μの粒子につ

いての分析結果を述べる．

　5．1現地性粒子（B1）

　現地性粒子に入れたものには，二枚貝・巻貝・ツノ貝

・底生有孔虫・ウニ・フジッボ・十脚類・介形虫・コケ

虫・サンゴ・石灰藻などがある．貝やゴカイの糞粒は少

なく，1％以上含まれているのは採泥点22及び26だけで

ある．それに対して，石灰藻・サンゴ・コケ虫などの付

着性生物は，多くは石灰質砂として種子島や都井岬先端

を取り巻くように分布している（第14図）・それに次いで

多いのは貝殻片で，海峡部及び志布志湾の生物源粒子の

大部分を構成している．大隅海峡に分布する貝殻は，円

磨されたり表面が磨耗しており，化石的様相を示すもの

が多い．これに対して志布志湾及び都井岬から日南にか

けての沿岸の貝殻には新鮮なものが多い．採泥点46（水

深525m）の生物源粒子は海綿骨針が最も多く∫浅海域の

ものとは異なっている．以上の海域を除いた大陸棚の大

部分は現地性粒子は10％以下であって，生物遺骸は少な

い．

　5・2生物源浮遊性粒子（P1）

　浮遊性有孔虫及び陸域から供給される植物片の分布を

示す（第15図）・

　志布志湾及び日南沖の生物源浮遊性粒子は植物片が多

く，馬毛島西方では浮遊性有孔虫が多い．生物源浮遊性

粒子のうち植物片の卓越する分布域は沿岸水の影響域を

示している．

　5．3砕屑性粒子（P2）

　軽石・雲母・火山ガラスなどの浮遊懸濁運搬粒子の分

布を示す（第16図）・
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薯

　大隅海峡では砕屑性粒子の分布は10％以下である．志

布志湾では，都井岬周辺の第三系の分布域と異なり，砕

屑性粒子が多い．都井岬北東の大陸棚や調査海域内の大

陸斜面上部にも砕屑性粒子が多く含まれている．

　雲母片は採泥点20・22・46・48・68・160・168に分布

する．このうち大隅花闘岩が供給源と考えられるもの

は，花嵩岩分布域から10km以内の志布志湾内のもので

ある．雲母片の分布域は大陸斜面上部にも一部あるが，

含有量はごく少ない．

　5・4残留性粒子（R1）

　岩石片及び比重の大きな有色鉱物粒子からなる残留性

粒子の分布を示す（第17図）・残留性粒子には現在の海岸

侵食に由来するものと海峡形成時以降に大陸棚に残留し

たものがある．

　大隅半島先端の佐多岬周辺及び都井岬周辺から志布志

湾東半部海域には残留性粒子が多く分布する．これに次

いで残留性粒子の分布が多いのは大隅海峡及びその北東

部の大陸棚である．馬毛島海峡には残留性粒子は少な

い．

　5．5残存性粒子（Re）

　表面が鉄酸化物で覆われた石英・長石・貝殻片等の粒

子からなる．これは過去のある時期に陸上風化を受けた

か，もしくは堆積速度が著しく遅く，ほとんど無堆積状

態にあったために生じたものである．

　大隅海峡には，7000年前の貝化石が表層堆積物に含ま

れている（年代測定は学習院大学，木越邦彦教授に依頼

したGaK7228）事からもわかるようにほとんど無堆積

の状態にあるために，残存性粒子を多く含む堆積物が海

峡部に広く分布している（第18図）・志布志湾には残存性

粒子は分布せず，大隅海峡を除くと他の海域での残存性

粒子の含有量は非常に少ない．

　5・6堆積物の主要な起源

　これまでの節では堆積環境を示すものとして砂粒組成

について述べてきたが，砂粒組成は同時に堆積物の起源
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を示すものとしても検討できる．本調査海域の堆積物を

構成する砂粒子の主なものは，二枚貝・巻貝・ツノ貝・

底生有孔虫・ウニ。フジッボ・十脚類・介形虫・コケ虫

・サンゴ・石灰藻・海綿骨針・植物片・浮遊性有孔虫・

軽石・雲母・火山ガラス・岩石片・有色鉱物・鉄酸化物

で覆われた石英・長石及び欽酸化物で覆われてない石英

・長石等である．これらのうち，岩石片・有色鉱物・石

英及び長石は基盤岩から由来した岩石風化侵食残留物で

ある．軽石・火山ガラスは火山噴出物を，サンゴ及び石

灰藻は礁性生物を，二枚貝・巻貝・ツノ貝・底生有孔虫

・ウニ・フジツボ・介形虫・コケ虫・海綿骨針・浮遊性

有孔虫は非礁性生物遺骸を起源としている．砂粒組成の

検討の結果，構成砂粒子の特徴を上記の4種類に区分し

てその分布を表わした（第19図）．
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第14図　現地性粒子分布図

莚

　大隅海峡のほとんどの海域及びその北東部の大陸棚や

都井岬周辺の海域には岩石風化侵食残留物起源の堆積物

が分布する．志布志湾西部海域・都井岬北東大陸棚・大

陸斜面上部海域には火山噴出物起源の堆積物が分布し，

馬毛島海峡及びその周辺には礁性生物起源の，馬毛島西

方の大陸斜面上部の海域及び種子島北東の上部大陸斜面

の一部には非礁性生物遺骸起源の堆積物が分布する．

6・堆積物区分

　大陸棚上に分布する堆積物について，SHEPARD（1932）

は更新世の低海水準時の堆積物が露出していることを強

調した．EMERY（1952）は，このようなr現在とは異な

った以前の環境の残渣」に対して“relict”（残存（堆積

物））と名づけ，同時に大陸棚上の堆積物を，現世堆積

物・残留堆積物・自生堆積物・生物性堆積物及び残存堆

積物に区分した．

　残存堆積物としての特徴は，L現在おかれている環境

以外で堆積したことを示す特徴があること一たとえば，

河川成・氷河成，2。遺存化石種を含むこと，3。残存地形

に伴われること，などである．

　その後の研究によって，残存堆積物も現在の水理環境

の影響下におかれており，現在も変化しつつある事が明

らかになった．そしてSWIFT6渉α1。（1971）は，特に残

存堆積物のうち再移動したものに対して，“palimpsest

sediment”という名称を与えた．SwIFTらはまた，再移

動堆積物と現世堆積物は明瞭に区別しうるものではなく

て，それぞれの中間的なものもあり得ると述べている．

　当調査海域の堆積物の中にも残存堆積物は存在する．

以下では当海域に分布するそれぞれの堆積物の特徴につ

いて述べる．

　6・薯現世堆積物

　当海域では現世堆積物の目やすとして、砂粒組成で生

物源浮遊性粒子（P1）を40％以上，又は砕屑性粒子（P2）を

40％以上含んでいるものとした．この分布域は主要構成
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砂粒子では火山灰起源の粒子が多い所に相当し，約3。8

万年前に噴出した夏井軽石流堆積物や2・2万年’》2・1万年

前の大隅軽石流堆積物が母材となっており，現在では大

隅軽石流堆積物が主要な母材となっていると推定され

る．ただし大陸斜面上部の堆積物は堆積速度が遅いため

海綿骨針等の現地性粒子や浮遊生物性粒子を相対的に多

く含んでいるものもある．

　この堆積物は粒度組成ではシルト質砂や砂質シルト，

Mdφ3以上の細粒のものが対応し，C－Mパターン図や

正規確率表示では，皿及び皿型・C型に相当し懸濁運搬

によって当海域に運びこまれている．

　6・2残留堆積物

　当調査海域では，現地性粒子（B1）が40％以上で残留性

粒子（Rl〉が40％以上のものを残留堆積物とした・この分

布域は都井岬西方の海域に限られ，主要構成砂粒子は岩

石風化侵食残留物である．

　粒度組成では岩盤・礫及び砂，Mdφ3以下（主として

1以下）の粗粒なものに対応し，C－Mパターン図や正

規確率表示では1－R型・A型に相当し，主として転動運

搬による堆積物である．

　6。3生物性堆積物

　当海域で生物性堆積物としたのは，現地性粒子（B・）を

40％以上含み，石灰藻及びサンゴに由来する粒子を20％

以上その中に含む堆積物である．この堆積物は，現在の

海底で形成されつつあると考えられる．この分布域は馬

毛島海峡及びその周辺海域に限られる．

　粒度組成では砂礫に相当し，Mdφ0～1，C－Mパタ

ーン図や正規確率表示では1－R型・B2型に対応し・粒

径的には残留堆積物に似た性格をもっている．

　これまで述べた現世堆積物・残留堆積物及び生物性堆

積物はいずれも現在堆積中であり，その意味ではr現世

堆積物」である，しかし陸源性の粒子からなる堆積物で

現在も堆積中であるものは6・1で述べた現世堆積物のみ

である．
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第16図　砕屑性粒子分布図

　6・4残存堆積物

　当海域では残存性粒子（Re）を10％以上含んでいるも

のを残存堆積物とした．この堆積物の分布域は主要構成

砂粒子では岩石風化侵食残留物の分布域の中にある．残

存堆積物の分布は大隅海峡及びその付近に限られてい

る．

　粒度組成では，　（岩盤）・礫及び砂，Mdφ3以下の粗

粒な堆積物であり，粒径中央値には幅がある．C－Mパ

ターン’図や正規確率表示では，1－R・1及びIV型・A

型に対応する．

　正規確率表示でA型としたものは粒径的にも淘汰度か

らみても幅が大きく，細分が可能である．そこでA型の

堆積物で淘汰度0～1をA1，1～2をA2，2’》3を

A3としてMdφと水深との相関を検討する（第20図・

第21図）。

　A1型はMdφ0．5～2．5と粒径的にはそろっている

が，分布水深は75～190mとやや幅がある．A2型は

Mdφ0．3～2．1と粒径的にそろっており，分布水深は78～

140mとややそろっている。A3型はMdφ一L7～1．8と

幅があるが，分布水深は90～120mと狭い・A1型分布域

には砂漣が発達しており，A3型分布域には岩盤が分布

している（第13図・第14図）・以上の事から，A1型は再

移動堆積物，A2型は狭義の残存堆積物，A3型は残留

堆積物の属性を示していることがわかる．以上の各型に

ついてそれぞれの特徴を記す．

　A1型一「再移動堆積物」は主要構成砂粒子は岩石風

化侵食残留物であり，粒度組成では砂，Mdφ1《’3の中

・細粒砂である．C－Mパターン図や正規確率表示では

1及びW型・A1型に対応する．この分布域には砂漣が

発達し，淘汰もよい．

　A2型一狭義のr残存堆積物」の主要構成砂粒子は岩

石風化侵食残留物であり，粒度組成では砂，Mdφ0《’2

の粗粒・中粒砂である．C－Mパターン図や正規確率表

示では，1－R型・A2型に対応する。この分布域には岩
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第17図　残留性粒子分布図

盤もみられる．堆積物め淘汰はあまりよくない，

　A3型一r残留堆積物」は主要構成砂粒子は岩石風化

侵食残留物であり，粒度組成では（岩盤）及び礫が主要

で，Mdφ1以下が多い．C－Mパターン図や正規確率表

示では，1－R型・A3型に対応するが一部でB1型及び

D1型に対応する．この分布域はほとんどが岩盤であ

る．堆積物の淘汰は非常に悪い．

　6．5　混合堆積物

　以上の分類のどれにも属さない堆積物が存在する．そ

れは先に述べた堆積物の中間的な性格を有するものであ

る，この堆積物の構成砂粒子は岩石風化侵食残留物であ

り，粒度組成では砂～シルト質砂，Mdφ2～3の細粒砂

である．C－Mパターン図や正規確率表示では，∬型・

B2及びD2型に相当する．この堆積物はその特徴から

現世堆積物と混合している残存堆積物といえる．

7・各堆積物の堆積時期

　以下では先に区分した，現世堆積物・残留堆積物・生

物性堆積物・残存堆積物及び混合堆積物について，堆積

時期を考察する．

　7・1　現世堆積物

　本報告で述べる現世堆積物には志布志湾とその周辺に

発達する主要構成砂粒子が火山噴出物起源のものと，大

陸斜面上部に分布する生物源粒子の割合が多いものとが

ある．前者の火山噴出物は約3・8万年前以降に噴出した

もので，主として夏井軽石流堆積物及び大隅軽石流堆積

物から成っている．現世堆積物の分布域が志布志湾内の

浅い海域にまで及んでいる事から，この堆積物は約2万

年前の主ウルム氷期を経て現在も堆積している事がわか

る．大陸棚上及び大陸斜面上部の現世堆積物も現在堆積

中と考えられる．

　7・2残留堆穰物
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第18図　残存性粒子分布図

　本報告で述べる残留堆積物は都井岬西方の現在でも潮

流が速い海域に分布している．火山灰などの堆積時代を

示す粒子は含んでいないが，現地性を示す粒子を多く含

んでおり，新鮮な生物片が多い事から現在の水理環境下

で形成されているものであることを示している．

　7．3生物性堆積物

　馬毛島海峡周辺に分布する生物性堆積物はほとんどが

水深60m以浅にある。またMdφも海峡部ほど粗い事か

らこの堆積物は馬毛島海峡を中心に分布している事がわ

かる．生物性堆積物の分布する海域は過去の海水準のデ

ータから約1万年前から海面下に没したと考えられるの

で，この堆積物の形成は約1万年前以降現在まで続いて

いることになる．

　7．4残存堆積物

　当海域に分布する残存堆積物の主要構成砂粒子は岩石

風化浸食残留物起源であり，火山灰起源の粒子や現地性

の生物片粒子を多く含まないことから，現世堆積物や残

留堆積物と区別される．このことは当海域に分布する残

存堆積物はシラス等の火山噴出物の出現以前に海域に運

び込まれ，その後は陸域からの堆積物の供給をほとんど

受けていないことを示していると同時に，残存堆積物が

分布する大隅海峡自体が軽石流堆積物の出現以降陸化し

なかった事も示している．大隅海峡に分布する残存堆積

物が上に述べたような砂粒組成を維持するためには，夏

井軽石流噴出以後海水準が一80m以浅にあったことが必

要である．夏井軽石流の噴出年代は約3。8万年前である

ので，大隅海峡は主ウルム氷期においても陸化していな

い．なお，少量ながらも含まれる火山灰起源の砂粒子

は，残存堆積物の原型が当海域に供給された後，河川流

によらず空中から直接海に降下・堆積したものと考えら

れる．

　当海域の残存堆積物は，A3型のr残留堆積物」が海

峡中央域に，A2型のr残存堆積物（狭義）」がその周囲

に，A1型の再移動堆積物が大隅海峡を流れる海流の下
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第19図　主要構成砂粒子によって区分した堆積物の分布図
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流側に分布しており，海流によって選択的運搬を受けた

ことを示している．潮汐表（昭和56年度）によれば，大

隅海峡には東流する海流があって，潮流を圧し，沿岸を

除くほかはほとんど東流するのを常としている．当海域

の残存堆積物の分布も東へ細粒化しており，過去におい

ても残存堆積物の分布が海流によって規制されたことが

考えられる．

　当海域の大隅海釜は一部が残存堆積物におおわれてお

り，残存堆積物も馬毛島海峡北部で生物性堆積物に・志

布志湾南部で現世堆積物に一部覆われている．また大隅

半島先端部の佐多岬の沖合には残留性粒子に富む砂礫が

堆積して砂礫丘を形成している．以上のことから当海域

に分布する残存堆積物は現在移動しておらず，一部の海

域ではそれ以後に堆積した堆積物によっておおわれてい

ることがわかる．それゆえ大隅海峡の海流速ボ最も大き

かったのは，海峡形成時及びその直後の短期間を除き，

現在とほぽ同じ海峡幅でありながら水深が最も浅かった

主ウルム氷期であったと考えられる．

一般に，氷期の海水準停滞期の記録は，海底地形に平

坦面地形として残されている．当海域に発達する海底平

坦面のうちH面は，大隅海釜によって刻まれており，大

隅海峡形成以前のものと推定される一方，1面は豆面よ

り上位に位置することから，形成年代はそれより新しい

と考えられる．主ウルム氷期の海水準を示す平坦面を海

域に求めようとすれば，1面以外にはない．以上のこと

から，当海域の残存堆積物の分布様式を決定づけたの

は，主ウルム氷期の低海水準時であり，1面を形成する

ほどの流速になるためには海水準が一80m付近にまで低

下することが必要である．

　大嶋（1977）は日本各地の沿岸での14C年代を総括

し，最終氷期以降の海水準変動を明らかにしている．そ

れによれば，主ウルム氷期の最盛期の海水準は約一80m

とされており，当海域での結論と良く一致している．

　7．5混合堆積物

　混合堆積物としたものはA1型の再移動堆積物の北東

方大陸棚に分布するものである．主要な構成砂粒子は岩
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石風化浸食残留物であるが，火山灰起源の粒子も多く含

まれている．このことからこの堆積物は残存堆積物が，

現世堆積物と混合していると考えられる．鵯の堆積物は

志布志湾湾口部南部の海域で現世堆積物によって覆われ

た分布をしている．

8。結　　論

大隅海峡形成以後の古地理を復元し，結論とする．

　呂。1大隅海峡形成期（海水準が一95士5m）

第四紀を通じて，九州本島と大隅陸塊（種子島・馬毛

島・屋久島）とは陸続きであった．H面が形成されたの

は大隅海峡形成以前の氷期の海水準停滞期である，この

時に残存堆積物の原型が堆積した．その後，海水準が上

昇すると九州本島と種子島の間が水没して海峡が形成さ

れた．海峡形成時の海水準は一95土5mにあゆた（第22

図）．大隅海峡では海流浸食が激しく，この時に大隅海釜

と馬毛島北の海釜が形成された．これはウルム氷期前の

できごとである．

　8．2主ウルム氷期（海水準が一80土5m）

　ウルム氷期に入って，騨多及び姶良カルデラから莫大

な火砕流が志布志低地及び湾内に流れ込んだ．志布志湾

の大部分は陸地であった．大隅海峡では，下末吉海進期

の後再度の海水準低下によって海底浸食は激しくなり，

断面（第23図）の1面（一80～一100m）の平坦化作用が

進んだが，海水準はそれ以上低下していない．そして大

隅海峡の残存堆積物の分布パターンはこの時にほぼ形成

された．種子島と屋久島の間にある種子島海峡は，主ウ

ノしム氷期には一旦陸化し，その後の海水準上昇に伴って

再び海峡となった．

　8。3完新世初期（海水準が一40±5m）
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第22図　大隅海峡形成期の古地理図

一713一



地質調査所月報（第32巻第12号）

・δ妬導騨

φo

轟

一80m

梅

A
0
20
40
60
80
100
120
140

誠． ノ

膨

1
　5　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　km　　　　B

Il。－諺曹

第23図　主ウルム氷期の古地理図

海水準上昇によって大隅海峡の海流浸食力もおとろ

え，佐多岬沖には砂堆もできはじめた（第24図）・志布志

湾は侵食が進んだが，まだシラス台地が湾の中央部蜜で

張り出していた．

8。4現在

その後，海水準上昇によって馬毛島海峡は形成され，

志布志湾にも海水が侵入し，現在の水理環境ができ上が

った．

以上の結果を整理して第2表に示す．

　　　　　　9．ま　とめ

　L　本海域の堆積物は粒度組成及び砂粒組成から，現

　世堆積物・残留堆積物・生物性堆積物・残存堆積物

及び混合堆積物に区分される．

2・堆積物の堆積時期には現在も継続しているもの

　と，過去の低海水準時以降のある時期までに停止し

　たもの七がある．

3．　以上ぴ）堆積物の分布をもとに本海域の地史を考察

　した，

　大隅海峡はウルム氷期前の，海水準が100m以上低

下しその後上昇する過程で形成された．ウルム氷期

　には大隅海峡は陸化せず，現在に至っている．

　　　　　　　文　献

EMERY，K．0．（1952）　Continental　shelf』sediments

　　　offsouthemCalifbmia．060」．So6．∠4膨7初
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　第2表大隅海峡堆積史総括表

海水準 地　形　発　達 堆　積物 そ　の　他

現　在

上　昇

停　滞
（一40m±）

上　昇

停　滞
（一80m土）

下　降

停　滞
（＋30m？）

上　昇

停　滞
（一100m±）

馬毛島海峡形成

佐多岬先端の砂礫丘形成

1面形成

下末吉段丘相当層形成

大隅海釜・大隅海峡形成

E面形成

｛
　生物性堆積物

　残留堆積物堆積
　混合堆積物
現世堆積物堆積開始

残存堆積物形成

残存堆積物の原型形成

墾

↑

含

駿難

　　　Relict　sediments　on　continental　shelves：

　　　Areconsideration。Jo％7nα」げ060Zogク，vo1．

　　　79，p。322－346．

VlsHER，G。S．（1969）　Grain　size　distributions　and

　　　depositional　processes；　　Joz67．　S6漉窺6漉。

　　　P6」70」．，vo1．39，P。1074－1106。

（受付d981年2月2日；受理：1981年7月16目）
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